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地域が育む『かごしまの教育』県民週間 ありがとうございました。

各学年の校外学習

１年生：秋探し
11月9日に七ツ島サッカーグラウンドに秋を探

しに行きました。ドングリや木の実，赤くなった
葉っぱやおもしろい形の葉もあり，子どもたちは，
楽しく集めていました。
５年生：放送局見学

11月12日に5年1組と3組がＭＢＣ（南日本放
送）の見学に行きました。テレビの制作現場を
興味深く見学し，学習しました。また，見学に
行った子どもたちは，ＭＢＣのホームページでも
紹介されています。
３年生：セイカ工場見学

11月13日に3年生は，セイカの工場を見学し
ました。みんな知っている白熊の製造工程を見る
ことができました。アイスがあっという間にどん
どんできるのにびっくりしました。

楽しかった修学旅行

１１月１日～７日まで地域が育む『かごしまの教育』県民週間
でした。子どもたちの授業の様子は，いかがだったでしょうか。
５日には，２年生の「おもちゃランド」が行われ，子どもたち

が作ったおもちゃやかざりなどがあり，１年生や保護者がお客さ
んとなり，楽しい学習活動をしていました。他の学年でも日頃の
子どもたちの学習の様子を御覧いただきました。たくさんの参観
ありがとうございました。

頼もしい6年生

１日には，全校児童が6年生を中心に１０人ほどのグループに
分かれ，問題を解いていく校内オリエンテーリングがありまし
た。1000人を超す子どもたちが活動する中，低学年をサポー
トしたり，係の仕事をしたりして楽しく活動する6年生が頼も
しかったです。

本物の狂言を見ました。
10月28日に，芸術鑑賞会があり，狂言「柿
山伏」が上演されました。
子どもたちは，狂言師の

語りや動きの面白さにい
っぱい笑いました。代表の
子は，所作も教えてもらい
ました。本物の芸術に触れ
るいい体験でした。
本事業は，PTA活動の益金で開催すること

ができました。いつも子どもたちのために協力
いただき，ありがとうございます。

10月29・30日の2日間，6年生が熊本に
修学旅行に出かけました。1日目は，熊本城
を中心に市内の施設等をグループで協力して
調べることができました。2日目は，グリー
ンランドで思いっきり遊ぶことができました。
計画に沿って時間を守り，福平小学校の子

どもとして立派な行動をすることができまし
た。一段と成長してくれたようです。これか
らの学校生活に生きてくると思います。

工場見学

放送局見学



１２月行事

１日（日） あいご駅伝大会 １４日（土） 土曜授業

２日（月） 校内人権週間（～６日） １６日（月） 移動図書館

３日（火） 持久走大会（１・２年）
学級PTA（低学年）
市音楽発表会（５年３組）

２１日（土） おやじの会
門松つくり，餅つき

４日（水） 持久走大会（３・４年）
学級PTA（中学年）

２３日（月） 子どもといっしょに読書の日

５日（木） 持久走大会（５・６年）
学級PTA（高学年・特別支援）

２４日（火） 終業式

６日（金） 保護者面談日

※ 持久走本番及び試走の期間（11/18 ～ 12/5），国道から学校に入る夢橋付近から福平保育園まで
コースに当たるため，通行にご迷惑をおかけします。ご協力をお願いいたします。

大人であろうと、子どもであろうと、人は誰でも優しさ、思いやりをもっている。ただ、それ
を行動として、目に見える形で示さないと周囲には伝わりにくい。先日の全校朝会で、詩
人の宮澤章二さんの『行為の意味』を紹介しながら、「優しさ・思いやりを行動に」をテーマ
に子どもたちに語った。

【コラム】

思いや心を形に

身近で思いやり・優しさを行動にでき
る場面として、トイレのスリッパを例に
考えさせた。思いやりが見えるのはどち
らかを尋ねると、即座に左の写真と答え
が返ってきた。子どもたちは、どうする
ことが優しい行為なのかはわかっている。あとは実践あるのみであるが、この話
をしてから、トイレのスリッパの並びがよくなったと感じることが多くなった。
また、先日、地域の方から「ゴミステーションが猫かカラスに荒らされて、ひ

どく散れていたのを片付けていたら、自転車が通りかかった高学年らしき男の子
が、一緒になって片付けてくれた。うれしかった。」という情報をいただいた。
全校朝会の話があったからかは定かではないが、困っている人を見かけて、さっ
と手を貸そうとする子どもがいてくれることがうれしい。こういう優しさ・思い
やりを形にできる子どもをどんどん増やしていきたいと思う。

「行為の意味・青春前期のきみたちに」 宮澤章二
あなたの「こころ」はどんな形ですかと、 ひとに聞かれても答えようがない
自分にも他人にも「こころ」は見えない けれど、ほんとうに見えないのであろうか
確かに「こころ」はだれにも見えない けれど「こころづかい」は見えるのだ
それは、人に対する積極的な行為だから
同じように胸の中の「思い」は見えない けれど「思いやり」はだれにでも見える
それも人に対する積極的な行為なのだから
あたたかい心があたたかい行為になり やさしい思いがやさしい行為になるとき
「心」も「思い」も初めて美しく生きる それは、人が人として生きることだ




